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る
か
架
に
川
国
山
の
市
津
中
県
分
大

　

２
、
月
６
年
今
が
橋
）
い
け
ば
（
溪
馬

よ
に
雨
豪
部
北
州
九
の
月
７
年
２
１
０

て
全
が
欄
高
の
側
流
上
、
ら
か
色
の
ト

さ
修
補
が
部
一
の
脚
橋
、
り
な
く
し
新

。
る
か
分
が
の
る
い
て
れ

民
住
、
は
後
直
た
き
起
が
害
被
水
浸

　

出
提
に
市
を
書
望
要
の
去
撤
橋
溪
馬
が

橋
新
は
）
省
交
国
（
省
通
交
土
国
、
し

で
解
見
の
と
ト
ス
ベ
が
え
替
け
架
の
へ

勝
名
定
指
国
に
も
と
と
る
あ
で
財
化
文

構
な
要
重
の
」）
い
け
ば
や
（
溪
馬
耶
「

熊
、
は
市
め
た
の
そ
。
る
あ
で
素
要
成

敏
尾
山
の
授
教
ア
ニ
シ
院
学
大
学
大
本

橋
溪
馬
「
た
え
交
を
家
門
専
ど
な
氏
孝

撤
と
存
保
、
し
置
設
を
」
会
員
委
討
検

協
と
課
化
文
県
や
庁
化
文
で
面
両
の
去

ね
重
を
議

14
年
12

存
保
を
橋
溪
馬
、
月

発
を
針
方
る
図
も
保
確
全
安
の
民
住
し

。
た
け
付
り
取
も
力
協
の
省
交
国
、
し
表

翌

　

15

同
の
元
地
は
省
交
国
、
月
４
年

修
改
川
河
す
残
を
橋
溪
馬
、
て
得
を
意

と
導
指
の
庁
化
文
は
市
。
定
決
を
画
計

し
か
生
を
溪
馬
耶
勝
名
、
け
受
を
言
助

り
く
づ
ち
ま
、
し
指
目
を
興
振
域
地
た

庁
「
の
断
横
織
組
る
す
括
統
が
課
策
政

溪
馬
。
た
げ
上
ち
立
を
」
議
会
策
対
内

橋
、
木
流
、
災
防
、
水
治
る
す
関
に
橋

対
に
題
課
の
ど
な
興
振
域
地
、
強
補
梁
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８
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８
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合
総
を
み
組
り
取
の
市
、
県
、
国
る
す

ま
と
光
観
の
型
加
参
民
住
域
地
、
し
成

。
た
し
進
推
を
り
く
づ
ち

・
市
津
中
、
の
月
４
年
昨
が
動
活
の
そ

　

・
地
勝
景
な
大
広
る
が
た
ま
に
町
珠
玖

長
室
財
化
文
の
会
員
委
育
教
市
津
中

　

て
い
つ
に
橋
溪
馬
、
は
氏
子
章
崎
高
の

羅
、
橋
溪
馬
耶
「。
る
語
に
う
よ
の
次

三
馬
耶
『
は
橋
溪
馬
に
も
と
と
橋
寺
漢

の
他
、
が
す
で
橋
名
る
れ
ば
呼
と
』
橋

に
の
る
あ
で
財
化
文
の
定
指
県
が
橋
２

観
入
先
う
い
と
る
劣
段
一
が
値
価
、
め

考
と
い
な
れ
し
も
か
の
た
い
て
え
与
を

、
め
進
を
動
活
け
向
へ
定
認
の
県
、
え

財
化
文
定
指
県
に
月
１
年
今
も
橋
溪
馬

絶
む
望
を
橋
は
後
今
。
た
し
ま
り
な
に

。
す
ま
し
備
整
を
場
車
駐
に
所
場
の
好

正
大
、
は
区
地
田
平
る
か
架
が
橋
溪
馬

よ
（
胤
吉
田
平
、
員
議
院
族
貴
の
代
時

、
で
の
な
町
た
し
備
整
が
氏
）
ね
た
し

入
導
の
へ
間
空
異
の
代
時
正
大
を
橋
同

被
で
雨
豪
、
は
跡
軌
の
旧
復
橋
溪
馬

　

注
も
て
し
と
例
事
生
再
の
域
地
た
し
災

）
部
報
広
（。
る
す
値
に
目

た
れ
揺
と
へ
存
保
ら
か
去
撤

橋
溪
馬

 

旧
復
に
い
つ
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第
39
回
大
会
が
２
０
１
８
年
５
月
12
〜
13
日
の
２
日
間
、
熊
本
県
玉
名
市
で
開
催
さ
れ
た
。

玉
名
市
民
会
館
別
館
大
会
議
室
（
同
市
岩
崎
）で
行
わ
れ
た
１
日
目
の
総
会
に
は
会
員
な
ど
約

56
人
が
参
加
し
、そ
の
後
、記
念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
た
。２
日
目
は
玉
名
市
周
辺
の
石
橋
や
石

造
文
化
財
な
ど
を
巡
る
現
地
見
学
会
が
行
わ
れ
た
。（
広
報
部
）

第
39
回
大
会
を
熊
本
県
玉
名
市
で
開
催

地
域
に
恩
恵
も
た
ら
し
た
石
橋

第
39
回
玉
名
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

※
以
下
、敬
称
略

【
１
日
目（
５
月
12
日
）】

　

会
長
あ
い
さ
つ　

上
塚
尚
孝

　

来
賓
あ
い
さ
つ　

玉
名
市
長　

藏
原
隆
浩

　

来
賓　

玉
名
市
議
会
議
長　

中

尾
嘉
男
▽
熊
本
県
玉
名
地
域
振
興

局　

家
入 

淳

　

総
会　

議
長　

坂
本
正
詮

　

情
報
提
供「
菊
池
川
流
域
の
日
本

遺
産
に
つ
い
て
」
玉
名
市
教
育
委
員

会
文
化
課
長　

松
田
智
文

　

記
念
講
演
１「
高
瀬
目
鏡
橋
と
玉

名
地
域
の
石
造
文
化
財
に
つ
い
て
」

熊
本
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　

前
川
清
一

　

石
橋
ク
イ
ズ

　

記
念
講
演
２「
熊
本
地
震
で
被
災

し
た
指
定
文
化
財
二
俣
福
良
渡（
石

橋
）
の
解
体
・
復
元
」
㈱
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役　

中
村
秀

樹
　

情
報
提
供
「
豊
岡
橋
の
文
化
的
価
値
に
つ
い

て
」熊
本
市
文
化
財
保
護
主
幹　

美
濃
口
雅
朗

　

会
員
活
動
報
告

　

意
見
交
換
会
（
玉
名
温
泉
「
ホ
テ
ル
し
ら
さ

ぎ
」に
て
）

【
２
日
目（
５
月
13
日
）】

　

現
地
見
学
会（
高
瀬
裏
川
周
辺
、
旧
玉
名
干

拓
施
設
、豊
岡
橋
）

米
作
り
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に

　

第
39
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
玉
名
市
は
熊

本
県
北
部
に
位
置
し
、
米
作
り
の
ス
ト
ー
リ
ー

が
昨
年
、日
本
遺
産「
米
作
り
、二
千
年
に
わ
た

る
大
地
の
記
憶
〜
菊
池
川
流
域『
今
昔〈
水
稲
〉

物
語
』〜
」に
認
定
さ
れ
、流
域
の
菊
池
市
や
山

鹿
市
、和
水
町
と
共
に
地
域
の
米
作
り
文
化
の

発
信
に
努
め
て
い
る
。江
戸
時
代
は
、
川
舟
を

利
用
し
て
流
域
か
ら
高
瀬
町（
現
・
玉
名
市
高

瀬
）
に
米
が
集
ま
り
、
川
沿
い
に
整
備
さ
れ
た

港
か
ら
高
瀬
米
（
肥
後
米
）
が
全
国
の
米
相
場

が
決
ま
る
大
阪
に
大
型
船
で
送
ら
れ
た
。そ
の

当
時
の
町
の
繁
栄
が
、高
瀬
目
鏡
橋
や
秋
丸
眼

鏡
橋
、高
瀬
裏
川
の
石
垣
な
ど
か
ら
も
う
か
が

わ
れ
る
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
玉
名
市

の
藏
原
隆
浩
市
長
は
、来
年
１
月
か
ら
放
送
さ

れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
は
、「
日
本
マ
ラ

ソ
ン
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
初
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
で
玉
名
市
名
誉
市
民
、
金
栗
四
三

「
玉
名
観
光
ガ
イ
ド
の
会
」の
案
内
で
高
瀬
裏
川
の
高
瀬
目
鏡
橋
を
見
学

（
か
な
く
り
・
し
そ
う
）
が
主
人
公
の
一
人
と

し
て
登
場
す
る
こ
と
も
取
り
上
げ
、地
域
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

関
西
地
区
で
の
次
期
大
会
を
検
討

　

大
会
開
催
に
当
た
り
上
塚
尚
孝
会
長
は
、多

く
の
人
々
の
お
か
げ
で
今
回
の
大
会
が
開
催

で
き
た
こ
と
に
謝
意
を
表
し
、「
か
つ
て
地
域

に
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
石
橋
と
そ
の
文
化
、
石

橋
の
価
値
を
守
ろ
う
と
本
会
を
結
成
し
活
動

を
続
け
て
き
た
」と
述
べ
た
。

　

通
常
総
会
で
は
玉
名
市
の
坂
本
正
詮
会
員

が
議
長
を
務
め
、２
０
１
７（
平
成
29
）年
度
の

事
業
経
過
報
告
や
収
支
決
算
報
告
、18
年
度
の

事
業
計
画
案
と
予
算
案
を
審
議
し
、承
認
さ
れ

た
。ま
た
来
年
度
の
大
会
開
催
地
に
つ
い
て
、

今
回
大
会
の
出
欠
届
け
と
併
せ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
７
割
の
会
員
が
九
州
外
で
の
開

催
に
賛
意
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
軸
丸
英
顕
・

事
務
局
長
は「
２
０
１
９（
平
成
31
）年
度
は
会

員
が
急
増
し
て
い
る
関
西
地
区
で
開
催
す
る

方
向
で
検
討
を
進
め
た
い
」と
報
告
し
た
。

¶　
　
　

¶　
　
　

¶

　

総
会
後
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

前
半
は
、
ま
ず
玉
名
市
教
育
委
員
会
文
化
課

長
の
松
田
智
文
氏

が
「
菊
池
川
流
域

の
日
本
遺
産
に
つ

い
て
」
情
報
提
供

を
行
い
、「
古
代

は
平
地
の
条
里
制

写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

松田　智文氏
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跡
、
中
世
以
降
は
山
間
の
井
手
や
棚
田
、
近
世

以
降
は
海
辺
の
干
拓
、近
代
以
降
は
沼
地
の
暗

き
ょ
排
水
技
術
な
ど
、
流
域
に
は
米
作
り
を
支

え
た
先
人
の
英
知
と
情
熱
に
よ
る
土
地
利
用

の
広
が
り
が
残
っ
て
い
る
」と
説
明
し
た
。

石
工
仁
平
に
関
す
る
誤
り
を
指
摘

　

記
念
講
演
１
で
は
、熊
本
県
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
の
前
川
清
一
氏
が
「
高
瀬
目
鏡
橋
と

玉
名
地
域
の
石

造
文
化
財
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講

演
。玉
名
市
の
高

瀬
裏
川
に
残
る

高
瀬
目
鏡
橋
な

ど
の
石
橋
群
や
石
垣
、石
積
み
の
船
着
場
跡
や

干
拓
堤
防
な
ど
、玉
名
地
域
の
石
造
文
化
財
に

つ
い
て
紹
介
。

　

ま
た
前
川
氏
は
、
肥
後
の
石
工
の
祖
と
い
わ

れ
る
仁
平
に
つ
い
て
、
墓
が
あ
る
山
鹿
市
菊
鹿

町
の
光
照
寺
の
過
去
帳
の
記
録
を
紹
介
し
、

「
現
在
の
大
分
県
日
田
市
上
津
江
町
川
原
広
川

か
ら
菊
鹿
町
の
原
口
家
の
世
話
に
よ
り
肥
後

に
移
り
住
ん
だ
」と
指
摘
。そ
し
て
、仁
平
に
関

す
る
誤
っ
た
記
録
と
し
て
、
長
門
王
行
著
『
菊

池
勲
功
記
』
内
の
「
益
城
郡
上
嶋
村
三
九
郎
倅

仁
平
」、
徳
丸
秋
因
著『
山
鹿
郡
誌（
未
完
）』内

の「
仁
平
肥
前
ニ
赴
キ
石
虹
ノ
法
ヲ
伝
習
」、元

庄
屋
原
口
五
一
郎
著
『
砕
玉
談
』
明
治
28
年
内

の
「
岩
永
仁
平
ナ
ル
モ
ノ
ハ
南
鄕
黒
川
の
石
虹

成
就
セ
シ
ヲ
嘉
賞
シ
細
川
政
府
ヨ
リ
岩
永
ノ

苗
字
を
賜
フ
」を
挙
げ
た
。

震
災
被
害
石
橋
の
復
旧
を
報
告

　

後
半
は
、
軸
丸
事
務
局
長
の
進
行
に
よ
る

「
石
橋
ク
イ
ズ
」に
続
き
、
本
会
の
調
査
研
究
部

長
で
㈱
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
取

締
役
の
中
村
秀
樹
氏
が
演
壇
に
立
ち
、記
念
講

演
２「
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
指
定
文
化
財
二

俣
福
良
渡（
石
橋
）の
解
体
・
復
元
」と
題
し
講

演
し
た
。美
里
町
の
二
俣
福
良
渡
目
鑑
橋
は
、

熊
本
地
震
で
壁
石
が
大
き
く
崩
落
す
る
な
ど

の
被
害
を
受
け
た
た
め
、
一
度
解
体
し
復
元
す

る
工
事
が
行
わ
れ
た
。１
１
１
８
個
の
石
材
を

全
て
確
認
し
、
ひ
び
割
れ
た
石
材
は
つ
な
い
で

使
用
、欠
損
し
た
石
材
は
新
材
に
取
り
換
え
る

な
ど
、施
工
の
全
工
程
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
「
文
化
財
の
復
旧
は
被
災
前
の
状
態
に
戻
す

こ
と
が
原
則
。そ
の
一
方
、
伝
統
工
法
で
耐
震

性
と
耐
久
性
を
高

め
る
工
夫
も
行
っ

た
」
と
中
村
氏
。今

後
の
検
討
課
題
と

し
て
、
災
害
時
に

国
の
支
援
を
受
け

や
す
い
管
理
体
制
の
構
築
、石
橋
の
健
全
度
の

把
握
、文
化
財
関
係
者
と
道
路
管
理
者
の
意
見

交
換
や
研
修
の
必
要
性
│
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　

続
い
て
、
熊
本
市
文
化
財
保
護
主
幹
の
美
濃

口
雅
朗
氏
が
「
豊
岡
橋
の
文
化
的
価
値
に
つ
い

て
」情
報
提
供
を
行
い
、
同
橋
が
１
８
０
２（
享

和
２
）
年
に
築
造

さ
れ
た
熊
本
県

内
現
存
最
古
の

石
造
ア
ー
チ
橋
で

あ
り
、
輪
石
が
だ

ぼ
石
で
連
接
さ

れ
、
要
石
の
み
長
手
積
み（
リ
ブ
構
法
）で
あ
る

こ
と
、西
南
戦
争（
１
８
７
７
年
）戦
跡
の
構
成

要
素
で
あ
る
│
な
ど
の
特
徴
を
紹
介
。（
関
連

記
事
を
４
面
に
掲
載
）

　

美
濃
口
氏
は
石
工
仁
平
の
墓
に
つ
い
て
も
言

及
し
、
墓
石
の
形
態
や
塔
身
の
み
安
山
岩
で
他

は
凝
灰
岩
で
あ
る
な
ど
の
特
徴
か
ら
、「
仁
平

を
師
と
仰
い
だ
門
弟
が
後
に
、
墓
を
荘
厳
化
し

た
可
能
性
が
あ
る
」と
指
摘
し
た
。

前川　清一氏

中村　秀樹氏

美濃口　雅朗氏

現地見学会
　大会2日目は玉名市やその周辺に残
る石橋や石造文化財をを見学。

干拓地内の水を海に出すための樋門「六枚戸」
（国指定重要文化財）

豊岡橋で架設時の姿への復元を訴える森川孝一会員
（中央）＝熊本市北区植木町

下流側に樋門が取り付けられている秋丸眼鏡橋

高瀬裏川の石橋群や石垣を見学

小岱山薬草の会による薬草料理や薬草茶のふるまい
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熊
本
県
内
で
現
存
最
古
の
石
造
ア
ー
チ
橋
「
豊
岡
橋
」（
熊
本
市
北
区
植
木
町
）
を
架
設

当
時
の
姿
に
戻
し
、後
世
に
残
し
た
い
と
願
う
人
々
が
集
ま
り
、「
豊
岡
の
め
が
ね
橋
を
守
る

会
」（
谷
口
憲
治
会
長
）が
今
年
7
月
に
発
足
し
た
。同
橋
の
価
値
、
そ
し
て
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
、事
務
局
の
森
川
孝
一
会
員（
熊
本
）に
聞
い
た
。（
広
報
部
）

架
設
当
初
の
姿
へ
の
復
元
目
指
し

熊
本
で「
豊
岡
の
め
が
ね
橋
を
守
る
会
」発
足

岡
橋
（
豊
岡
の
眼
鏡
橋
）
は
、
中
谷
川

（
菊
池
川
水
系
）
に
架
か
る
径
間
11
・

２
㍍
の
単
一
ア
ー
チ
橋
。上
流
と
下
流
側
の
各

要
石
に
架
設
関
係
者
の
名
が
刻
ま
れ
、架
設
年

が
１
８
０
２
（
享
和
２
）
年
10
月
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。架
設
さ
れ
た
場
所
に
現
存
す

る
石
橋
と
し
て
は
熊
本
県
内
最
古
と
い
う
だ

け
で
な
く
、同
橋
は
注
目
に
値
す
る
特
徴
を
有

し
て
い
る
。

　

ま
ず
、輪
石
が
川
原
石
の
よ
う
な
丸
い
だ
ぼ

石
で
連
接
さ
れ
て
い
る
点
。こ
う
し
た
特
徴

は
、
豊
岡
橋
を
架
設
し
た
石
工
が
、
肥
後
で
初

め
て
石
造
ア
ー
チ
橋
を
架
け
た
と
さ
れ
る
石

工
、仁
平
の
技
術
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
物

語
る
。１
７
７
４
年
ご
ろ
に
仁
平
が
試
作
し
た

と
さ
れ
る
洞
口
橋
（
１
９
９
４
年
復
元
）
や
御

船
町
の
門
前
川
橋
（
１
８
０
８
年
）
な
ど
、
県

内
最
古
級
の
石
橋
に
共
通
の
特
徴
と
い
え
る
。

　

次
に
、要
石
の
み
が
長
手
積
み（
リ
ブ
構
法
）

で
、
１
石
の
み
布
積
み
で
あ
る
点
。一
般
に
石

橋
の
輪
石
は
、布
積
み
か
長
手
積
み
か
の
ど
ち

ら
か
で
あ
る
の
に
対
し
、豊
岡
橋
に
は
特
徴
的

な
ア
ー
チ
構
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
橋
は
江
戸
期
、
藩
内
最
大
の
米
蔵

が
置
か
れ
た
高
瀬
町
（
現
・
玉
名
市
高
瀬
）
と

熊
本
城
下
を
結
ぶ
高
瀬
往
還
の
田
原
坂
下
に

架
け
ら
れ
て
い
る
。１
８
７
７（
明
治
10
）年
の

西
南
戦
争
で
は
田
原
坂
で
政
府
軍
と
西
郷
隆

盛
率
い
る
薩
摩
軍
に
よ
る
激
し
い
攻
防
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、戦
争
の
勝
敗
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
こ
と
か
ら
、田
原
坂
に
続
く
同
橋
は
西

豊岡のめがね橋を守る会
会長　谷口 憲治　　会員11人
事務局　森川 孝一
〒865-0066 熊本県玉名市山田2039-9-303
電話0968-74-2692　携帯080-1741-6971
メール　k.morikawa0703@kpe.biglobe.ne.jp
ホームページ 
http://www7b.biglobe.ne.jp/~toyooka_meganebashi/

南
戦
争
戦
跡
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　

豊
岡
橋
は
交
通
量
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
１
９
６
０
年
に
路
面
の
か
さ
上
げ
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
床
版
を
使
用
し
た
拡
幅
が
な
さ
れ

て
い
る
。さ
ら
に
、度
重
な
る
水
害
を
経
て
一
貫

性
を
欠
い
た
補
修
が
繰
り
返
さ
れ
た
結
果
、
壁

石
が
下
流
左
岸
側
の
み
谷
積
み
で
他
は
布
積

み
と
な
る
な
ど
、熊
本
市
指
定
有
形
文
化
財
で

あ
り
な
が
ら
、
現
状
は
非
常
に
景
観
を
損
な
っ

た
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。森
川
孝
一
氏
は

そ
れ
を「
人
為
的
な
損
傷
」と
考
え
て
い
る
。

　

森
川
氏
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
変
え
た
い
と

い
う
思
い
で
昨
年
、
本
会
会
員
と
な
っ
た
。ま

た
、
市
議
会
議
員
に
も
現
状
を
訴
え
、
熊
本
市

議
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
議
員
が
こ
の
件
を

取
り
上
げ
、
市
経
済
環
境
局
長
も
同
橋
の
現
状

を
認
識
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
、「
豊
岡
の

め
が
ね
橋
を
守
る
会
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
。そ
し
て
7
月
30
日

に
、熊
本
市
北
区
植
木

町
の
谷
口
憲
治
氏
を

初
代
会
長
に
迎
え
、正

式
に
会
が
発
足
し
た
。

同
会
は
〝
原
型
の
重

要
性
〞
を
訴
え
、豊
岡

橋
を
架
設
当
時
の
姿

に
復
元
す
る
こ
と
を

目
指
し
、活
動
を
推
進

し
て
い
る
。

写
真
提
供
／
森
川
孝一

豊岡橋の下流側。輪石が小さな丸いだぼ石で連結されている。壁石の積み方が左右異なり、輪石上部はコン
クリートを使って改変されている

豊岡橋の上流側。修復が繰り返された壁石 要石の列だけが長手積みで、中央の１石のみ布積み

豊
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本
地
震
で
被
災
し
た
石
橋
の
復
旧
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

高
欄
の
一
部
が
損
壊
し
壁
石
に
亀
裂
が
入
っ

た
上
益
城
郡
御
船
町
の
下
鶴
橋（
町
指
定
文
化

財
）は
、
要
石
上
の
４
段
ほ
ど
の
壁
石
を
外
し

て
積
み
直
さ
れ
、
高
欄
の
復
旧
が
行
わ
れ
た
。

円
筒
形
の
手
す
り
石
を
支
え
る
束
柱（
つ
か
ば

し
ら
）は
、
風
化
が
進
ん
だ
も
の
や
損
傷
を
受

け
て
い
る
も
の
は
修
復
が
行
わ
れ
、
新
た
に
作

製
し
て
取
り
換
え
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。

　

宇
土
市
の
船
場
橋（
市
指
定
文
化
財
）は
、地

震
で
輪
石
に
亀
裂
が
入
り
、壁
石
が
外
側
に
膨

ら
み
、
高
欄
が
損
壊
、
取
付
護
岸
の
石
垣
が
崩

落
し
た
。宇
土
市
は
先
に
取
付
護
岸
の
石
垣
の

復
旧
を
行
い
、
石
橋
を
一
度
解
体
し
て
復
元
す

る
計
画
を
発
表
し
た
。橋
が
架
か
る
船
場
川
の

水
は
農
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
、夏
か
ら
秋

に
か
け
て
水
位
が
高
く
な
る
た
め
、ま
ず
今
年

５
月
に
解
体
工
事
を
行
っ
て
石
材
を
保
管
し
、

来
年
度
に
復
元
す
る
手
順
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
復
旧
が
終
わ
っ
た
石
橋
は
次
の

通
り
。高
欄
が
倒
壊
し
た
熊
本
市
中
央
区
の
明

八
橋
、
菊
池
市
の
永
山
橋（
県
指
定
文
化
材
）、

下
益
城
郡
美
里
町
の
馬
門
橋
（
町
指
定
文
化

財
）
と
大
窪
橋
（
町
指
定
文
化
財
）。取
付
護
岸

の
石
垣
が
崩
落
し
た
菊
池
市
の
立
門
橋（
県
指

定
文
化
材
）。左
岸
石
垣
が
大
規
模
に
崩
落
し

た
御
船
町
の
八
勢
橋（
県
指
定
文
化
材
）。右
岸

壁
石
が
崩
落
し
輪
石
が
む
き
出
し
と
な
っ
て

い
た
美
里
町
の
二
俣
福
良
目
鑑
橋（
町
指
定
文

化
財
）、そ
し
て
御
船
町
の
下
鶴
橋
。（
広
報
部
）

熊

写真提供／中村まさあき

熊本地震からもうすぐ2年半

復旧進む被災石橋
　熊本地震発生からもうすぐ2年半。被災した石橋の復旧
作業が進められている。上益城郡御船町の下鶴橋、宇土市
の船場橋の状況を紹介する。

雨の中での船場橋の解体作業（今年 5月6日撮影）

縁石（ふちいし）の下 4段ほどの石材が一度
取り外され、積み直された下鶴橋（今年 8月
5日撮影）

上流右岸側の下鶴橋の高欄。左は震災で崩落した高欄（2016 年 5月2日撮
影）。右は一部の手すり石とそれを支える束柱（つかばしら）が新材に交換され
復旧（今年 8月5日撮影）

左は、足場が組まれ、輪石の下に支保工
が入った船場橋（今年 5月6日撮影）

上は、解体作業が終わった船場橋跡。復
元は来年度を予定している（今年 5 月
15日撮影）

上流左岸側の下鶴橋の高欄。風化や損傷した束柱
が修復され、円筒形の手すり石の下に据えられた。
路面の修復により、震災までアスファルトの下に埋
もれていた束柱の下の縁石が姿を現した（今年 8月
5日撮影）

船場橋《施工中》
　＝宇土市

下鶴橋《竣工》
　＝上益城郡御船町
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今
年
３
月
、５
年
８
カ
月
を
か
け
た
復
旧
工

事
が
終
わ
り
、八
女
上
陽
の「
ひ
ふ
み
よ
橋
」が

完
全
復
活
し
ま
し
た
。星
野
川
の
上
流
か
ら

４
橋
の
ア
ー
チ
が
順
に
一
つ
ず
つ
増
え
て
い
く

「
ひ
ふ
み
よ
橋
」
は
、
ど
の
石
橋
が
欠
け
て
も

「
ひ
ふ
み
よ
橋
」に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

約
６
年
前
、川
幅
の
広
い
下
流
に
架
か
る
宮

６
年
前
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た「
ひ
ふ
み
よ
橋
」

宮
ケ
原
橋
が
復
旧
＝
福
岡
県
八
女
市

震
災
復
旧
工
事
中
の
通
潤
橋
＝
熊
本・山
都
町

大
雨
で
壁
石
の一部
が
崩
落

ケ
原
橋
は
完
全
に
水
没
し
、
辺
り
一
面
が
泥
水

の
海
の
よ
う
で
、「
橋
は
流
さ
れ
た
」と
誰
も
が

思
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、水
が
引
い
た
後
、高

欄
や
中
詰
め
の
土
砂
は
流
失
し
た
も
の
の
、
本

体
は
し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
て
、
壮
健
な
石
橋

の
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
と
き
の
う

れ
し
さ
は
、今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
残
念
な
思
い
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

工
事
に
よ
り
中
の
島
の
護
岸
の
中
に
宮
ケ
原

橋
の
輪
石
３
〜
４
列
が
埋
ま
っ
た
こ
と
、
高
欄

復
旧
に
地
元
の
八
女
石
灯
ろ
う
協
同
組
合
が

参
加
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
高
欄
復
旧
工
事
後

の
た
び
た
び
の
雨
で
セ
メ
ン
ト
が
壁
石
を
流

れ
、
そ
の
跡
が
白
く
残
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
│

な
ど
で
す
。

　

と
は
い
え
、
河
川
改
修
計
画
に
よ
り
分
水
路

が
新
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
宮
ケ
原
橋
は
保
存
・

復
旧
さ
れ
、星
野
川
の
流
下
能
力
も
向
上
し
ま

し
た
。石
橋
を
未
来
へ
残
し
た
い
と
い
う
私
た

ち
の
思
い
に
賛
同
し
、
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。（
内
田
理
絵
）

　

熊
本
地
震
の
後
、漏
水
が
発
生
し
た
熊
本
県

上
益
城
郡
山
都
町
の
通
潤
橋（
１
８
５
４
年
架

橋
、国
指
定
重
要
文
化
財
）は
、石
造
の
通
水
管

を
つ
な
ぐ
漆
喰
（
し
っ
く
い
）
の
詰
め
替
え
作

業
や
、地
震
に
よ
り
外
側
に
膨
ら
ん
だ
箇
所
の

縁
石
と
壁
石
（
石
材
３
段
）
の
積
み
直
し
な
ど

の
復
旧
工
事
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、大
雨
に

よ
り
５
月
７
日
、上
流
右
岸
側
鞘
石
垣
の
上
部

が
長
さ
約
10
㍍
、
幅
約
１
㍍
、
高
さ
約
４
㍍

（
石
材
５
段
ほ
ど
）に
わ
た
っ
て
崩
落
し
た
。

　

通
潤
橋
史
料
館
の
石
山
信
次
郎
館
長
は
、崩

落
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
8
日
の
朝
に
現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

崩
れ
た
石
材
が
土
手
や
川
の
中
に
散
ら
ば
っ

て
い
ま
し
た
。石
材
は
1
個
の
重
さ
が
２
０
０

〜
３
０
０
㌔
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
12
日
か

ら
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
、
川
に
落
ち

た
石
材
も
含
め
94
個
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。通

潤
橋
は
３
次
元
測
量
さ
れ
て
い
る
の
で
デ
ー

タ
と
照
合
す
れ
ば
、
落
ち
た
石
材
も
元
の
位
置

に
戻
せ
る
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

文
化
庁
や
山
都
町
は
崩
落
の
原
因
を
調
査

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
熊
本
日
日
新
聞
は
次

の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
「
通
潤
橋
の
崩
落
し
た
箇
所
は
、
地
震
前
の

２
０
１
３
年
に
は
す
で
に
約
20
㌢
外
側
に
膨

ら
ん
で
お
り
、
16
年
の
熊
本
地
震
で
さ
ら
に
15

㌢
外
に
膨
ら
ん
だ
。災
害
復
旧
工
事
で
国
庫
補

助
を
受
け
る
に
は
、
震
災
前
の
状
態
に
戻
す
こ

と
が
条
件
。も
し
架
設
時
の
状
態
に
戻
す
場
合

は
広
範
囲
に
一
度
解
体
を
行
っ
た
後
に
石
材
を

積
み
直
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
際
に
構
造
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。そ
の
た
め
町

は
文
化
庁
と
の
協
議
を
経
て
、
13
年
当
時
の
20

㌢
外
側
に
膨
ら
ん
だ
状
態
に
戻
す
よ
う
壁
石

な
ど
を
積
み
直
し
た
」

　

崩
落
箇
所
は
そ
の
後
、
金
網
で
覆
い
モ
ル
タ

ル
を
吹
き
つ
け
る
な
ど
、
被
害
拡
大
を
防
ぐ
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。今
後
は
、
崩
落
で
露

わ
に
な
っ
た
通
水
管
下
の
構
造
解
明
と
、
大
雨

で
崩
落
す
る
こ
と
の
な
い
復
旧
方
法
の
検
討

が
望
ま
れ
る
。（
広
報
部
）

　

2
0
1
2
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

福
岡
県
八
女
市
の
星
野
川
に
架
か
る
４
連
ア
ー
チ
橋
「
宮

ケ
原
橋
」は
、
大
規
模
な
河
道
拡
幅
を
含
む
石
橋
保
存
工
事

が
終
わ
り
、
今
年
３
月
に
完
全
復
旧
し
た
。石
橋
保
存
に
力

を
尽
く
し
た
「
八
女
上
陽
の
『
ひ
ふ
み
よ
橋
』
を
守
る
会
」

（
久
間
一
正
会
長
）の
会
員
で「
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
」（
同
市

上
陽
町
）館
長
の
内
田
理
絵
氏
に
復
旧
の
感
想
を
聞
い
た
。

宮ケ原橋の下流側。高欄復旧後のたびたびの雨でセメントが流れ、
その跡が白く壁石に残ってしまった　写真提供／内田理絵

大雨により上流右岸側の鞘石垣の上部が崩落した通潤橋
＝今年５月10日、写真提供／石山信次郎

中の島の右が分水路と宮ケ原公園橋
　　 写真提供／福岡県八女県土整備事務所
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洗
玉
橋
架
設
記
録

　

福
岡
県
八
女
市
を
流
れ
る
星
野
川
に
架
か

る
４
橋
の
石
橋
は
、「
ひ
ふ
み
よ
橋
」の
名
で
親

し
ま
れ
て
い
る
。そ
の
最
上
流
の
同
市
上
陽
町

北
川
内
地
区
に
架
か
る
洗
玉
橋
に
関
す
る
記

録
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

熊
本
県
へ
委
員
３
人
を
派
遣

　

洗
玉
橋
の
辺
り
は
当
時
、「
上
妻
下
妻

郡
北
川
内
村
」で
、同
橋
の
架
設
推
進
役

は
村
長
の
江
口
半
蔵
氏
。村
長
が
郡
役

所
へ
送
付
し
た
書
類
は
、表
題
に「
明
治

廿（
二
十
）五
年
四
月　

石
眼
橋
架
設
工

事
記
録
」と
墨
書
き
さ
れ
、そ
の
つ
づ
り

は
２
８
６
枚
に
及
ぶ
分
厚
さ
。

　

ま
ず
表
紙
に「
熊
本
県
八
代
郡
種
山

村
大
字
西
原　

橋
本
勘
五
郎
ニ
問
合
セ

タ
ル
一
件
」と
、い
き
な
り
石
工
、勘
五
郎

が
登
場
す
る
。「
石
眼
橋
ヲ
架
ス
ル
ニ
ハ

充
分
ノ
取
調
ヲ
必
要
ナ
リ
ト
協
議
一
決

シ
客（
去
）年
三
月
廿
四
日
ヨ
リ
熊
本
県

ヘ
委
員
三
名
ヲ
派
遣
シ　

先
ツ
国
道
筋

辺
春
橋
ヲ
始
メ
熊
本
県
山
鹿
郡
髙
井

川
・
栗
瀬
ノ
両
橋　

熊
本
市
内
ニ
ハ
明
八
橋
・

明
治（
十
）橋
其
他
沿
道
筋
ノ
小
橋
ヲ
視
察
セ

シ
メ
タ
ル
ニ　

辺
春
橋
ヲ
除
ク
分　

熊
本
県

内
ノ
石
眼
橋
ハ
大
概
橋
本
勘
五
郎
一
族
ノ
関

係
セ
サ
ル
ハ
ナ
キ
由
ニ
テ
、熊
本
市
以
南
ニ
ハ

石
工
橋
本
勘
五
郎
ト
尋
ヌ
レ
バ　

小
児
ニ
至

ル
迄
知
ラ
ヌ
者
ハ
ナ
キ
位
ナ
ル
由
ニ
テ
最
モ

有
名
ナ
ル
者
ナ
リ
」。橋
本
勘
五
郎
は
当
時
か

ら
、そ
れ
ほ
ど
に
高
名
な
石
工
だ
っ
た
の
か
。

　
「
一　

郡
村
不
詳　

五
郎
カ
滝
ノ
水
吹
キ
上

ケ
石
眼
橋
ノ
如
キ
ハ　

有
名
ナ
ル
橋
梁
ニ
テ

勘
五
郎
ノ
兄
某
棟
梁
ニ
テ
架
シ　

旧
藩
時
代

ヨ
リ
数
万
石
ノ
畑
ヲ
水
田
ト
為
シ
灌
漑
ス
ル

由
ニ
テ　

我
北
川
内
ニ
於
テ
モ
此
橋
ヲ
見
タ

ル
者
数
名
ア
リ
テ　

実
ニ
驚
ク
ヘ
キ
ノ
橋

梁
ナ
ル
由
」と
、３
人

の
委
員
は
通
潤
橋
ま

で
視
察
し
て
い
る
。

　
「
一　

橋
本
勘
五
郎

ハ
農
商
務
省
ノ
御
用

ニ
依
り
東
京
ニ
昇

（
上
）リ　

内
務
省
ニ

移
リ
数
年
間
雇
入
レ

ト
相
成
リ　

夫
ヨ
リ

引
続
キ
東
京
府
庁
ニ

転
シ
東
京
市
内
ヘ
モ

重
立
チ
タ
ル
橋
梁
三

四
ヲ
石
眼
橋
ニ
架
シ

替
エ
タ
ル
趣
ニ
有
之

由
ニ
候
」と
、勘
五
郎

の
東
京
で
の
仕
事
を
報
告
し
て
い
る
。

勘
五
郎
を
同
行
し
て
帰
村

　
「
一　

客
年
三
月
当
村
ヨ
リ
出
張
シ
タ
ル
委

員
ハ
勘
五
郎
ヲ
同
行
シ
テ
帰
村
致
セ
リ
シ
ニ

依
リ　

実
地
ニ
就
キ
架
橋
場
所
及
ヒ
石
ノ
生

（
性
）質
迄
検
査
致
サ
セ
タ
ル
ニ　

場
所
並
ニ

石
ノ
生（
性
）質
共
随
分
適
ス
ル
旨
答
ヘ
タ
リ

　

マ
タ
石
眼
橋
ノ
輪
ハ
五
分
ヨ
リ
三
分
五
厘

迄
ヲ
良
シ
ト
ス　

最
モ
ヨ
ロ
シ
キ
ハ
四
分
輪

ヲ
以
テ
第
一
ト
ス
ト
答
エ
タ
リ
」。す
な
わ
ち
、

径
間
を
10
と
し
た
場
合
、拱
矢
は
５
〜
３
・
５

が
よ
く
、拱
矢
４
が
最
良
と
述
べ
て
い
る
。地

形
の
状
態
や
諸
条
件
か
ら
答
え
は
異
な
る
と

思
う
が
、こ
こ
に
は
、勘
五
郎
の
貴
重
な
証
言

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
「
一　

勘
五
郎
ノ
履
歴
ハ
熊
本
県
庁
ニ
問
合

ス
レ
ハ
充
分
判
明
ス
ル
由
ニ
有
之
候
」

　
「
以
上
述
ル
処
ノ
経
験
ア
ル
者
ニ
付　

当
北

川
内
村
は
勘
五
郎
ニ
及
フ
者
ハ
他
ニ
有
ル
間

敷
ト
深
ク
信
用
致
シ
居
レ
ハ　

同
人
ニ
請
負

セ
ア
リ
タ
キ
希
望
ノ
至
リ
ニ
御
座
候
」。郡
役

所
は
、江
口
村
長
の
意
を
汲
み
、橋
本
勘
五
郎

を
洗
玉
橋
架
設
工
事
責
任
者
に
決
定
し
た
。

　

勘
五
郎
が
描
い
た
洗
玉
橋
の
完
成
予
想
図

を
見
る
と
、「
渡
り
拾
壱
間
の
五
分
円
」。つ
ま

り
径
間
は
19
・
８
㍍
で
、拱
矢
は
そ
の
半
分
の

９
・
９
㍍
。ち
な
み
に
下
橋
こ
と
支
保
工
を
こ

し
ら
え
た
大
工
は
、種
山
村
の
北
の
山
を
超
え

た
吉
野
村
大
字
大
野
の
吉
沢
大
七
。大
七
も
詳

細
な
図
面
を
描
き
残
し
て
い
る
。

　

石
工
衆
は
責
任
者
が
橋
本
勘
五
郎
70
歳
、補

佐
役
が
二
男
弥
熊（
後
に
源
平
と
名
乗
る
）。他

に
種
山
村
の
前
田
丈
平
や
西
隣
の
立
神
村
か

ら
本
田
茂
三
郎
、東
隣
の
下
岳
村
か
ら
は
萩
本

卯
作
ら
９
人
が
参
加
し
た
。勘
五
郎
が
署
名
捺

印
し
た「
工
事
落
成
届
」も
残
っ
て
い
る
。「
明

治
廿
六
年
五
月
二
日
」付
で
、宛
名
は「
上
妻
下

妻
郡
長
の
蒲
瀬
瀧
千
殿
」

橋
本
勘
五
郎
最
後
の
石
橋

　

１
８
９
３（
明
治
26
）年
に
落
成
し
た
洗
玉

橋
は
１
1
5
歳
の
長
寿
橋
だ
が
、受
難
の
時
代

も
あ
る
。昭
和
初
期
、木
材
を
積
ん
だ
荷
馬
車

の
積
み
荷
が
接
触
し
、親
柱
な
ど
が
崩
落
し
て

土
手
に
埋
も
れ
た
。２
０
０
１（
平
成
13
）年
に

掘
り
出
さ
れ
た
親
柱
に
は
、頂
き
に
擬
宝
珠

（
ぎ
ぼ
し
）、そ
の
下
方
四
隅
に
逆
蓮
華（
れ
ん

げ
）花
弁
が
刻
さ
れ
、架
設
年
の
刻
字
は
車
両

の
接
触
で
一
部
が
摩
滅
し
て
い
る
。こ
の
親
柱

は
現
在
、束
柱（
つ
か
ば
し
ら
）と
共
に
北
川
内

公
園（
同
町
北
川
内
）に
保
存
さ
れ
て
い
る
。今

の
洗
玉
橋
の
高
欄
は
、１
９
９
５（
平
成
７
）年

に
付
け
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

洗
玉
橋
は
橋
本
勘
五
郎
が
最
後
に
架
け
た

石
橋
と
し
て
現
在
も
残
っ
て
い
る
。各
石
材
の

重
み
と
石
材
同
士
の
摩
擦
力
だ
け
で
橋
全
体

を
支
え
る「
空
積
み
」と
い
う
江
戸
期
以
来
の

工
法
な
が
ら
、２
０
１
２（
平
成
24
）年
の
九
州

北
部
豪
雨
に
も
耐
え
て
み
せ
た
。か
つ
て
橋
本

勘
五
郎
に
架
設
を
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
、地

元
関
係
者
ら
の
目
は
確
か
だ
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

※
文
中
の「　

」内
は
旧
仮
名
遣
い
の
ま
ま
に
し
て
い
る

架
設
時
の
洗
玉
橋
の
親
柱（
筆
者
イ
ラ
ス
ト
）

〓おんこせっこうき〓

上塚 尚孝
温故石拱記温故石拱記
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編
集
後
記

日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

　

大
分
県
中
津
市
の
山
国
川
に
架
か
る
「
馬
溪

橋
」（
橋
長
82
・
６
㍍
）を
訪
れ
る
と
、
川
幅
が

広
く
感
じ
ら
れ
、
６
年
前
の
豪
雨
の
際
の
激
流

に
よ
く
ぞ
耐
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
感
心
し
ま

し
た
。た
だ
、
そ
の
強
さ
ゆ
え
に
浸
水
被
害
の

元
凶
の
よ
う
に
扱
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

石
橋
の
保
存
と
安
全
・
安
心
の
暮
ら
し
の
両

立
を
図
る
取
り
組
み
を
行
政
と
住
民
が
進
め
、

石
橋
を
生
か
し
、
観
光
や
地
域
の
振
興
を
推
進

す
る
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
で
昨
年
、
豪
雨
被
害
が
起
き
た
大
分
県

日
田
市
の
大
肥
橋
は
現
在
、
撤
去
さ
れ
る
方
向

に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。被
災
の
状
況
や
現

地
の
事
情
は
異
な
る
で
し
ょ
う
が
、
馬
溪
橋
の

復
旧
を
参
考
に
し
て
も
ら
え
る
と
い
い
の
で

す
が
…
。（
会
報
担
当　

中
村
ま
さ
あ
き
）

　

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
に
第
１
回
大
会
を

開
催
し
、来
年
度
は
〝
節
目
〞
の
第
40
回
大
会

の
年
を
迎
え
る
。事
務
局
で
は
近
年
、
関
西
在

住
の
会
員
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

関
西
地
区
で
の
開
催
を
視
野
に
会
員
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
。会
員
の
７
割
が
九
州
外
で
の
開

催
に
賛
意
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
第
39
回
総

会
で
報
告（
2
面
に
関
連
記
事
）。

　

そ
の
後
、大
会
準
備
委
員
会
を
開
い
て
宿
泊

費
用
や
移
動
時
間
な
ど
の
情
報
を
集
め
検
討

し
た
結
果
、
次
回
大
会
は
記
念
大
会
と
し
て

5
月
12
日
㈰
・
13
日
㈪
に
京
都
市
で
開
催
し
、

1
日
目
に
総
会
な
ど
、2
日
目
に
石
橋
見
学
会

来
年
度
大
会
を
記
念
大
会
に

上は王子橋、下は円通橋
　　　　　　写真提供／軸丸英顕

都
駅
で
15
時
ご
ろ
解
散
の
予
定
。1
日
目
の

総
会
会
場
や
懇
親
会
会
場
、
2
日
目
の
現
地

石
橋
見
学
会
の
ル
ー
ト
な
ど
は
今
後
、
大
会

準
備
委
員
会
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ

る
。次
回
大
会
に
関
す
る
提
案
な
ど
は
事
務

局
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
。

　

写
真
は
第
12
回
八
代
市「
坂
本
・
東
陽
・

泉
」
町
観
光
と
四
季
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
熊

本
県
八
代
市
、泉
町
観
光
協
会
、熊
本
日
日

新
聞
社
主
催
）で
今
年
3
月
、
グ
ラ
ン
プ
リ

に
輝
い
た
上
村
克
弘
さ
ん
＝
同
市
東
陽
町

＝
の「
盛
秋
」。「
鮮
や
か
な
葉
の
色
と
秋
空

が
石
橋
に
マ
ッ
チ
し
、秋
ら
し
さ
を
う
ま
く

表
現
し
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
た
。作
品
は

熊
本
県
八
代
市
東
陽
町
の
東
陽
石
匠
館
に

展
示
さ
れ
て
い
る
。（
広
報
部
）

❖　
　
　

❖　
　
　

❖

　

い
つ
も
風
景
の
い
い
と
こ
ろ
を
カ
メ
ラ

に
収
め
よ
う
と
、
チ
ャ
ン
ス
を
狙
っ
て
い
ま

す
。東
陽
町
山
村
活
性
化
協
議
会
の
炭
焼

き
部
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
会
の
炭

焼
き
窯
へ
向
か
う
途
中
、笠
松
橋
近
く
の
モ

ミ
ジ
が
昨
年
よ
り
鮮
や
か
に
色
付
い
て
い

る
と
思
い
、
そ
の
翌
日
に
撮
影
し
ま
し
た
。

笠
松
橋
は
近
く
の
イ
チ
ョ
ウ
が
黄
金
色
に

な
る
時
季
も
い
い
の
で
、気
に
な
る
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

　

退
職
ま
で
長
年
、
郵
便
局
に
勤
務
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
い
た
だ
い
た
記
念
に
、そ
の
写

真
を
切
手
に
し
て
使
い
ま
し
た
。

（
２
０
１
７
年
11
月
15
日
撮
影
、
文
＝
上
村

克
弘
）

を
行
う
2
日
間
の
日
程
を
決
め
た
。例
年
の
開

催
は
土
曜
・
日
曜
日
だ
っ
た
が
、
次
回
大
会
は

日
曜
・
月
曜
日
と
な
る
。

　

事
務
局
は
会
員
か
ら
宿
泊

の
予
約
を
受
け
付
け
、
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
を
手
配
す

る
予
定
だ
が
、
京
都
市
へ
の

交
通
手
段
は
、
個
人
が
割
引

特
典
な
ど
を
活
用
す
る
方
が

割
安
に
な
る
た
め
、
会
員
各

自
が
手
配
し
て
総
会
の
会
場

で
集
合
す
る
方
向
で
計
画
を

進
め
て
い
る
。

　

な
お
、
２
日
目
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
に
分

乗
し
て
石
橋
を
見
学
、
昼
食
を
取
り
、
J
R
京

jim
u@
ishibashi-m

am
orukai.jp

石
橋
の
あ
る
風
景

上村 克弘 「盛秋」
（紅葉と笠松橋）

熊本県八代市東陽町上久木野第40回大会は京都市で開催
2019年5月12日㈰・13日㈪
●13日㈪は15時ごろ解散の予定
●往復の交通手段は各自手配を


